　会　議　録

	会議の名称
	2021年度那珂川市男女共同参画審議会（第2回）

	開催日時
	2021年11月25日（木）

19：00　～　21：15
	開催場所
	本庁第1・2会議室

	出 席 者
	１．委員
大西委員、山﨑委員、堀川委員、田中委員、奥委員、小森委員、前田委員、八代委員、東委員、三厨委員、柴山委員、川添委員
２．執行機関（事務局）
人権政策課長、大神、伊藤

	配布資料
	1． 男女共同参画審議会レジュメ２．第1回審議会での質疑に対する担当課の回答
２．第3回あいなか講座について（チラシ）

	議題及び審議の内容

Ⅰ． 議事
（１）第2次男女共同参画プラン後期基本計画推進状況報告書について

　　　　・第1回審議会での質疑に対する担当課の回答

　
（２）その他
　　・第3回および第4回審議会の内容について

・第3次男女共同参画プランについて
・第3回あいなか（男女共同参画）講座について
　　
＜那珂川中学校による回答について＞
委員：人数については把握できたが、何人に1人の割合でSSW等が配置されているのか、人数の配置状況についてお聞きしたい。
＜那珂川北中学校による回答について＞
委員：それぞれの学習においてどんな教材を使われていたか教えていただきたい。
　　　「しょうがい」というひらがな表記について、いつからか。
委員：4年以上前から市内ではひらがな表記となっている。
　　　1年「いじめ」と関連付けての学習、目の色…同和問題で差別の構造について、身分調査お断りについて
　　　2年　渋染め一揆について、識字学級について、統一応募用紙について
　　　3年　結婚差別について、北九州市ラジオ放送による教材　等
委員：制服について、北中と那中では詰襟からブレザーへ、パンツかスカートか選択制になっていると聞いている。ジェンダー平等が前に進んでいるように見えるので期待している。
委員：標語、作文、ポスターについての審査で、作文やポスターの一部の内容が、男女共同参画について触れられていなかった。先生たちが男女共同参画の研修を受けて、生徒に指導がちゃんとされているのか疑問に思う。今後、男女共同参画の作品募集についての取組みをどうするか。
委員：指導を1学期等、早い時期に行い、その後で作品を作ってもらうのはいかがか。
委員：昨年はコロナの影響で、作品募集をしていない
委員：人権作品等について、任意の課題として提出されているので、学習内容とリンクして制作していない。それがいいか悪いかわからないが、生徒が自由に作品を作った場合、このようなことになるのではないか。
委員：学習の必要性と合わせて、啓発を行っていかなければならない。
事務局：学校への募集のかけ方について、他の作品と一緒に一覧表にして依頼している。
来年以降は、募集のかけ方の工夫をして依頼したい。
委員：人権同和教育の最後にまとめ等を行わないのか。
委員：単元ごとに感想を書かせるが、作品につながるような感想やまとめは行っていない。
委員：夏休みの課題として提出させるのであれば、1学期に男女共同参画をテーマにした学習にカリキュラムにしていただくのはいかがか。
委員：事前に言ってもらえれば対応できるであろう。学校としては、積み重ねて学習を行っている。新しい学習指導要領では、中学校で公民が入ってきているので、そのような対応ができるのではと思う。
委員：反対にコロナ禍の中で、よくここまでの内容の授業が実施できたと思う。具体的に様々な人権・同和問題に取り組まれているのでよいと思う。
委員：制服について、詰襟はアレルギーなどの生徒にとっては、肌に刺激があり、荒れる等の理由から選択制になった経緯があると聞いている。
委員：南中の校則（制服）への取組みについて聞いてほしい。南中は自転車通学もあるので、スカートが危険な場合もあり、パンツがよいと思っている生徒もいるはず。
委員：校則については、いろいろなところで見直しが行われている。生徒の意見も取り入れるところもある。

＜人権政策課による回答について＞
委員：多くの課で同じ言葉が使われていたことについても情報があったのかどうか。言葉について、どう読まれるかという視点がなかったのは、共通認識ができていなかったということで、研修を進めていってほしいと思う。
＜高齢者支援課による回答について＞
委員：成年後見制度を利用している方の数が51名ということであるが、この数字は多い　のか少なのか比較するものがないのでわからない。
委員：財産分与等で自分の名前が書ける、また判断がつく早い時期に利用できるように周知すべき。本当に困っている人はもっと多くいるのでは。

委員：今年社協で募集があった。社協（包括支援センター）と連携が取れているのか。福祉課の障害、地域ともつながっているし、人権についても取り組まれている。
＜学校教育課による回答について＞
（特になし）

＜環境課による回答について＞
委員：調査・研究に時間を要されたとあるが、それについてのどのくらいの人員を配置して等報告書などあるのか。別に実施したかということではなく、成果があればよい。
委員：英語に訳すと多言語にも対応しやすい。
＜安全安心課による回答について＞
委員：今年の3月に改選があっているはず。以前から伝えているので、今年の改選に間に合ったのではないのか。取り入れていただいていないのは残念である。
委員：安全安心課は女性の登用を依頼し、7名のうち5名の女性、各団体へ推薦依頼するということは、安全安心課より各団体の取組みが必要となる。
事務局：団体の方へは、特定の職責の方というように依頼しているが、各団体へも女性の登用について働きかけをしないといけない。
委員：防災会議とはそもそも何か。年に1回開催しているらしいが、今年から地域防災計画を立てるために、もっと回数が増えるであろう。
委員：防災に関しては第2次後期プランにおいては、事業81と82の2つにしか入っておらず、審議会でも様々な意見も出ているので、第3次基本計画において肉付けしていかなければならない。
委員：県の男女共同参画の条例でも防災が取り上げられているので、那珂川市の条例の見直しにおいても、防災を取り上げるべき。課を超えて取り組むべき。安全安心課でも女性の防災士の取組みをしているので、今後期待している。
委員：防災会議についての25人のメンバーについて、開催回数、目的等について

＜全体を通して＞
委員：SCやSSWが配置について人数だけでなく、具体的な数値で示されると分かりやすい。例えば、他市のことになるが、SSWがどのくらいの活動頻度で、不登校生徒の家庭訪問しているのか、対応しているのか、不登校生徒の数等、具体的な数値で活動されているのか数値化できるところはしていただくと把握しやすい。
委員：コロナ禍による不登校生徒についても確認いただきたい。

事務局：原因がコロナかどうかは把握しづらいが確認してみる。
委員：ＤＶについてもコロナが原因で件数等変化はあるのか。
事務局：ＤＶ件数は増加しているが、その原因がコロナかどうかは把握できない。
委員：防災会議など推進会議が他市でどのようなやり方をしているのか、調査するのもよいのではないか。
事務局：他市のよいところは取り入れていきたい。
委員：事業80での通訳ボランティアはどのような人なのか。必要となった時に雇われる　のか等確認いただきたい。
委員：不登校生徒の学年別、男女別の人数がわかれば教えていただきたい。
委員：ＤＶ元年2年の相談件数について
その他（事務局より）
〇第3回審議会について
・2020年度男女共同参画推進状況報告書のまとめ
・第2回審議会の質疑に対する回答について
・第3次男女共同参画プランの骨子案について
〇第3回あいなか講座について（別紙チラシ）
　・第3次男女共同参画プラン策定に関わる内容なので、ぜひご参加ください。
〇プラン策定における部会について
　第3回審議会で考えていただく。
○次回の日程1/18（火）19：00～本庁第1・2会議室
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